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Résumé 

In the present paper the writer has enumerated fourteen species which belong to three 
genera of the Chrysopidae as occurring in the northern Nippon, viz. Hokkaido, Chishima 
(Kuriles) and Karafuto (Southern Saghalien. Of them one species is described as new 
to science under the name oi Chrysopa kichijoi. The diagnosis of it is as follows: 

Probably yellowish green in lile. Genae and clypeus with a broad brownish black band 
at each side, from the eye to the mouth, leaving a round mark of the ground color on 
the clypeal portion. Apical three segments of maxillary palpi brownish black; labial palpi 
yellowish brown. Antenna a little longer than fore wing, yellowish, becoming brownish 
towards apex. Profhorax broader than long, front angles truncate, with a deep transverse 
depression beyond the dorsal middle; a large black triangular patch along the front margin 
and blackish suffusion along the hind margin; meso-praeseutum also infuscated at the 
front. Legs pale; tarsi and claws rather brownish. Wings hyaline. In fore wing, longitudinal 
veins pale, except the basal parts of Rs and several branches from Ès, inner gradate veinlets. 
and majority of cross-veins which are dark brown. Yenation of hind wing entirely pale. 
First cross-veins from Rs in fore wing touching Psm within basal cell of median fork. 
The two series of gradate veinlets regularly placed, number of which being 5 一 6/6 (inner 
row/outer row) in fore wing and 8/6 一 7 in hind wing.  Piterostigma opaque and 
prominent, lacking cross-veins. Anal plate rather elongate, as long as the apex oi abdomen. 

Length of body 8mm; that of antenna 12mm; that of fore wing llmm; that of hind 
wing 10mm. | 

This peculiar species somewhat resembles Ch. parabola OKAMorO, from which, however, it is 
easily distinguishable by the coloration of palpi, marks of head and tborax, and venation of 
wings. | 

Holotype, a male. collected by H. Kico, after whom the species is named, at Sapporo, 
Hokkaido, on July 22, 1983. The type is deposited with the Hokkaido Agricultural 
Experiment Station. i 


本 報 文 に 於 て 北日本 と 移す る の は , JURAR D. Tib 及び 南 樺太 を 指す も の で ある が , 
と の 地域 に 産 す る クサ カゲ ョ フ 科 の 識 に 就 て は , 従来 多く の 研究 が あり , 上 既に その 一 部 は 


1) 以下 吉 に 北海 道 と 記す と と に する . 
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園 明 され て 居る 。 印 ち 北 海道 の も の に 就 て は 特に 岡本 年 次 朗 氏 (10, 11. 12. 13) 及び L. Navás 
氏 (9), 千島 産 の も の K 就 て は 筆者 は ) 南 樺 太 産 の も の に 就 て は 松村 松 年 氏 (6) 及び 筆者 (3) 等 
の 研究 を 自 へ る と と が 出来 る 。 然 し 基 後 に 於 て 筆者 の 手許 に 集 つ た 標 品 を 栓 し た 魔 に 揮 る と, 
更に 追加 すべ き 種 類 , 又 訂 正 を 要 す と 認め られ る 種類 も 牙 く な い 。 Tike Itik ET 
タク サカ ゲ ェ ャ ョ フ 科 の 月 鉄 を 編み , 9,9 の 注意 すべ き 事 項 を 記す こと に する 。 

本 報 娘 を 草 す る に 営 り , 貴 事 な 標 品 を 探 集 提供 せら れ 守 後記 の 諸 疹 , inc PRIEUBEKPE 
の 標 品 の 貸 奥 を 夫々 快諾 せら れ た 内 田 登 一 博士 及び 堀 松 次 氏 区 深 基 の 謝意 を 表す る と 共に に, 
筆者 の 販 元 類 研 究 上 直接 間接 指導 と 激 弓 と を 賜 つ た を た 故 五島 清太郎 , 松村 松 年 , 岡本 年 次 郎 
の 諸 博 士 に 封 し 謎 ん で 厚 き 感 謝 を 捧ぐ る も の で ある 。 

クサ カゲ ロフ 笠 
Familia Chrysopidae HAGEN 1866, MACLACHLAN 1868 

クサ カゲ ロフ 科 は , 1918 年 に P. Essrx-PrrERSEN 氏 (1) 23082470 392 D (C, KO 2 亜 科 到 別 
つ を 処 営 と 考 へ られ る が , 北日本 に 産 す る も の は 線 べ て クサ カゲ ロフ 亜 科 (Chrysopinae) tC E 
する も の で ある 。 | 

za &Bbo dg 
Ai Büici*vs eMBUIENOlTTU,Mie 及び Ms+』 RAPET LTE, 偽 中 脈 を 形成 し な い 。 
ARCI e oBussceeoc,1r«onexu  —HICSRIAEULCAS-- Dictyochrysinae 
As MACIO MIRO 23, それ は 不 規則 な 方 向 を 取り , 和 之 が 穫 に その 分 岐 の 基部 に 於 て 三角 形 
叉 は 聖和 吾 形 の 室 を 形成 し , その 後 合 し て 或 る 距離 の 問 偽 中 片 と な る 。 SBOPONIHGSO,NESUUO 
を 形成 し て の Chrysopinae 

ZYL»Cn,7uBucddapÀcZ430Bgaeintcósm, 現在 北日本 に 見 出さ る る も の は 
= ネタ (Nineta), クリ ント ロ ピ ア (Chrysotropia) 及び クサ カゲ ロフ (Orysopg) 3 RCB E 
な い 。 その 中 クサ カゲ ロフ 属 は 極め て 大 き な 属 で ある た め , 之 が 検索 の 便宜 上 , EpOoAU 
(group; section) に 別 つ の が 便宜 で ある 。 と の 意味 に 於 て 従来 の 研究 を 参 本 し , 岡本 氏 の 分 類 
(12) ICE L.C, 北日本 産 の も の を ェ 絞 群 〔S. PoxesAcz 氏 (14) の X-Csoport X. R. C. SMITH 
氏 (16) の Oculata Section 区 相 営 する ] e" ERE LPoxesAcz K (14) の Punctata-Csoport 3 
SurrH 氏 (16) の Rufilabris Section に 相 営 する ] と し 居 分 する 。 起 等 の 検索 表 を 掲げ る と 茨 
の 如く に な る 。 

属 及 び 群 の 検索 
Ai HEONHERILESC, 尾 商 より 造 に 突出 し て ゐる 
Bi BARI X VE, BRACES, EEUU ETE. HORI X OJCUS EJ CERE 


すす Nineta ES 

D: WARNA t EPSRIE C, PRACER 6, EXDUKUDMDCÓ 5. HORROR EHC LT 
DTE Chrysotropia BS 
As EORI L, Eie SRE bI k YAN eH Chrysopa E 


Ci BAE 2 8n fn oo 1 環 紋 を 有する か , xXx XR i3 2, MBa o REDRA 


ZOOL. MAG. (JAPAN), VOL. 48, NOS. 8-10, 1936. 
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MRLE od 2. 麹 の 横 須 は 屋 黒 色 を 時 する — Ce T ET exeeeux Erf 
C Mifc CUDEG XI BUB C, 頭 部 に は 墨色 の 條 絞 を 秩 き , MR otok, H&o55 
EE RB XS E 早 す る DL aiti 
I ニ ネタ NM 


Genus Nineta Navás 
Navás, Brotéria, X, Ser. Zool, p. 98 (1912) 
|. ホシ グ サ カゲ が エフ 
Nineta vittata (WESMAEL) 
WESMAEL, Bull. Acad. Brux.. VILI, p. 211 (1841) (Chrysopa vittata} — 
PERY HEX: Eidam (VIL 1930, HA); 極 探 元 泊 (10. VII. 1933, ZIER); 保 
How 13—22. VII. 1925, Jii) 
千島 : ghiar (5. VII. 1925, EAE); Buum (26. VIT. 1935, AEX 
—5 床 丹 得 撫 (1. IX. 1927, 土井 久作 ] 
北海 道 : 登別 磨 振 (27. VIII. 1935, 3&1); SiP-FE& (28. VII. 1983, 楽山 
ABE AE H Ade ARD BO CB 6 O'C, ET UTECH Sv WAHE e Tr 
IC y CÉBOREICP 5, 


IL タリ ゾ プ ト ロ ビア 馬 
Genus Chrysotropia Navás 
Navás, Ann. Ass. Nat. Lev.-Perret. p. 12 (1911) 
2. ム モ ング サカ ゲロ フ 
Chrysotropia japonica (NAKAHARA) 
NAKAHARA, Ann. Ent. Soc. Am., VIII, p. 121, Pl. VIII-figs. 5—7 (1915) CChrysocerca. japonica) 
産地 一 一 樺太 : iA (18. VIT. 1925, 堀 落 」 
北海 道 : Zeb (10. VIL 1935, 3&1); Ffjbnsg (20. VIL. 1935, RU); BRE CE 
(11. VH. 1981, 桑山 ] 
樺太 産 の 標 品 は 腹部 が 破損 し て 居る た め に , 一 見 ヒメ ム モ ング サカ ゲロ ブフ (Chrysopa alba 
Lixí£)icóBMALCLA223, BEHORE l RUDI k ET, 寧ろ ちゃ モン クサ カゲ 
ョ フ ょ 認定 する 。 北 海道 で は 7 月 の 頃 局所 的 所 相 営 多 産 する 。 
HL クサ カゲ ロフ 鉛 
Genus Chrysopa LEACH 
Leaca, Edinb. Encycl, EX, p. 138 (1810) 


X Ero gm 
この 群 区 する 北日本 産 の も の は 4 種 で も あつ て, -Xoan4icpEccoi:Bnks 
さ 紋 群 の 検索 
Ai Mifál]odàmicxJ9oSi2ubv, H BoR EEFT O96 Ch. intima 


1) ERRER TE e dopHEHICERNULOCGAd 25, PERDE OIX OOIPEGLBEACCULXNSA, 千島 で は 鳥 名 , 
北海 道 で は 國 名 を 表 は し, Hope- AMEA D Lož. ATEZ. fap is foh n CEMRE E 
DE DLR E ARLE. 
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A: WAORANI PoETo? 
Bi K A fjeo [ES EIT D ーー ドド ドド スト トト トト トト トト に に に トッ トト ッッ し と し し て Ch. lezeyi 
Bs 後頭 に 2186 O OE BR): o dX ERRVCCD S 
Ci BiMOoBSIUKU AZDEGEidA eee hem Ch. japana 
C. BAON colos SS bqGvnaeeeeeeeeeeeeeeeeeseeee Ch. sapporensis 


3 クサ カゲ ョ フ 
Chrysopa intima MACLACHLAN 
MACLACHLAN, Trans. Ent. Soc. Lond., 1893, p. 230 (1893) 
産地 一 一 樺太 : 大 泊 天 泊 (91. VII—3. VIII. 1924, 鹿野 忠雄 ]; 新 場 大 泊 (4. VIII. 1980, W 
HAK), HARRE (1. VII. 1984, WAAK); 十和田 本 半 (10. VIII. 1934, WEK); 
南 名 好 本 斗 12, VII. 1984, WAX) ABRE (11. VII. 1932, PRGN - 29720 
藤 三 朗 ・ 清 水 恒久 〕; WBOPREUE (42. VIL 1934, 堀 松 次 j; 豊原 豊原 (VII 1922, 
AE 小沼 豊原 (19. VIL 1932, HHX; 7. VII. 1933, 岡田 一 次 Aeg 
(21. VIII. 1924, 鹿野 忠雄 }: RAA (16—25. VII. 2925, SEE) 
千島 : 紗那 揮 提 (10—20. VII. 1935, 杉原 勇三 ) 
北海 道 : HiKgHR(23. VIII. 1935, 桑山 }: 美瑛 石狩 〔18 一 19. VI. 1936, 1% x KEHE; 
上 富良野 石狩 16. VI. 1986, 佐々 木 季 肉 }: 新 得 十勝 【6. VII 1935, 3&1); 中 札内 
-+ (4—29. VIII. 1933, 3&1); 廣 尾 十勝 〔10 一 11. VIT. 1931, Up; 計 根 別 根 室 
(6. VII. 1935, 桑山 ]: 別海 根室 (214—928. VIII. 1938, X&ili) 
北海 道 で は , MERGA ELA FARENC L, 山地 地 落 及び 根 宣 國 の 如き 比較 的 寒 座 な 地 
方 に 多く , その 義生 期間 は 長い 。 千島 で は 本 種 は トク サカ ゲロ フ 属 の 唯一 の も の で あり , HEX 
で は 最も 資 通 種 に 属し 烈 る 謀 区 多 産 する 。 
4 モン クサ カゲ ロフ 
Chrysopa lezeyà Navás 
Navás, Broteria, IX, Ser. Zool., p. 42 (1910) 
FAAR Omk ALTEA., 岡本 氏 02, 13) HGLBCE OU SELIEPEOEULIS E Ma 
ら る る 由 で ある が , ]I&6-54:7c:5 2Ilc, 比較 的 珍 ら し い 種 類 で あら う 。 
5. クモ ンク サカ ゲロ フ 
Chrysopa japana OKAMOTO 
Oxaxoro, Hokkaido Agr. Exp. Sta., Rep. IX, p. 42, Fig. 6, Pl. I-fig. 9, Pl. Ill-figs. 17—18, P]. - 
VII-fig. 10 (1919) 
産地 一 一 北海 道 : XUELEYE(. VI.1911, REKK; 10. VII. 1984, 吉 條 久男 }, 琴似 石狩 
(1. VII—14. IX. 1935, 4c « KEKE) 
本 種 は 北海 道 , 特に 札幌 附近 に 於 て 極め て 普通 で あつ て , WBogko.9uotciuc 
DZCUES 2. 特 C 工 園 に 多 産 し , その 幼 弟 は 農作物 の 各種 アプ ラム シ 類 を 盛 に 捕食 し 有 盆 で 
あ る 。 
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BEL エ ジ ク サカ ゲロ フー pe Es 
` Olrysopa sapporensis OKAMOTO - 
Geo, Jour. Coll. Agr., Tohoku Imp. Univ., VI, p. 60 ( 1914) ` 
Bi ー 北 海道: 洞爺 磨 振 [28. vir. 1985, 桑山 お 5 E (23. VIIL 1935, zW); ET 
E E ur NT—13. VII. 1909,. 岡本 省 炊 郎 ; 40.5 VII. 1984, TRAH); MIU (3. 
VITL 1981, 桑山 : 1. VII—10. VIII. 1935, 4 佐々 KF; HEER (7, VIT. 1929, 
l 3D; 中 札内 十 騰 ほ 一 81. VIII. 1983, 桑山 ] ーー 
本 種 は 前 種 と 共 北 海道 極め て 普通 た も の で , 6 月 か ら 8 J] CX. DRE PEE A, 

. 何人 ほ 米 一 言 し た い の は 筆者 の 所 蔵 する 碑 相 の 異常 形 で ある 。 則 ち , 中 札内 で 得 た 1 頭 は , 
EDD Mua 脈 が 分 遇 後 上 向 す る と と が な いた め ky 所 調 第 三 中 人 人 な 掌 を 鉄 如 し て 居る も の で 
" i5 1g, 更 区 洞爺 で 得 た .1 頭 ほ , MAE Mya 脈 は 分 岐 後 屈曲 する が 上 向 す る と と な 
€, 少 誕 の 聞 主 脈 (Mirza) ICHE?ETTU COE V; 更 区 折れ て 下方 に 向 ひ , その 屈折 黙 か ら は 横 須 


を 派生 し て 居る た め 。 所 計 第 三 四 分 富 は 知 形 と な つて の る も の で ある 第 2 剛昌 。 と の 後者 


ェ エゾ ヅ ク サカ ゲロ フ Ch. sapporesis EAR 0 l ェ ゾ クサ カゲ ュ ョ フラ Ch sapporensis  Wg3H]k 
MORRE (ARNZER X) ( 約 2 倍 ) . o MOREE (BHEARR ERE k) ( 約 2 倍 ) 


異常 は フト ヒゲ クサ カゲ ョ フ 属 (Nothochrysa) の 最も 題 装 な 特徴 の 1 つ に 一 致す る も の で 。 
L. Navás EICRIMTXRLEBWU SETE AD, も LEC c OTRO D ECC 2 Eu. c 
の 後者 の 異常 は は 営 然 フ トト ダク サカ ゲ ョ ン 必 に 痕 せ し め な けれ ば な ら め 不 合理 を 生ずる 。 [iis 
: 相 の み に 重 き を 置い た A GERSTAECKER 氏 の 如き は , ホシ クサ カゲ ロフ , ヨ ツ ボ シ ク サカ ゲ 
ロフ 等 に 現 は れ た と の 種 の 異常 形 肝 し , フト モデ ダク サカ ゲン 属 の も の と し て 新種 を 創 つ 
Fe COT X BECRBIATK (12) OJEE 54e Cb OC, BORILE, 第 三 中 分 党 の 重要 
な と と は 勿論 で ある が これ の み ヒ 探る と と の 訣 を 生じ 易 き を お に 碧 調 する 所 以 で ある - 


divi c ONTA Soi Sfc, 炊 の 加 く に し て 識別 する と と が 出来 る 。 
| LIII 
PDUTUMM し て ゐる 。 MAIRIE. VH "Cf 

» 前 角 基 似 の 外側 に は 着色 係 を 有 し で る ない oo o uoJ ago S 
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Bi HiZEICIEGJUmEGuRi kg ob, KET obro R C RAELE 5 

C BidfíicA$ibomÓQotgtkE4d LCA$eeMMÀ MH] Ch. sachalinensis 

C» Badicmeonstktke,BuominugEgEGE:6eT2 
D, 前 玩 の 横 脈 は 全部 黒色 を 呈す る ee E EE EE Ch. parabola 
D。 mBWiihoBRBOUK, GURKGOIKBPOJUEKG, €olbsXOBAOLIEGEsgY»5eee6 
RR NE EE GE EE Ch. nipponensis 
Bs MESÉIZHS(S, FRN RIRE, HPEURUUSABSO3SBDIIEASE Ed LCS Ch. kichijoi 


Bs  RiEAULGÓAUD GBA 
Ei WARR r り 衝 に 短く , EA (S AfSDL EO HEEL 2: 25 
F」 uiiciuBsfsn), SATH SUE U SEU O Ré Bl- A 1 85, 計 7 fO (c MARRAS 6, 


BARO 1 尊 は 履 滑 する も る ト ‥… 上 ーー た に Ch. septempunctata 
Fo Hükiciiefüo FHAA A 11 zb4fSoNG oH ub 5. BAS 
icméoliiexiic- SePUTAWUX RE EE EE SRE UE FEE R RN E EE Ch. septempunctata f. cognata 
E. MAMALLO MEAR 0 : 
Gi RENA 1 MBKT Boe IHR Ch. yamamurae 
Gs HifücrlSAETA4L, AARI ORE REAT $6666 Ch. satoruna 


7. ヒメ ョ ツボ シク サカ ゲロ フ 
Chrysopa cognatella OKAMOTO 
Orkanroro, Jour. Coll. Agr., Tohoku Imp. Univ., VI, p. 70 (1914) 
産地 一 一 北海 道 : 廣 尾 十勝 H1. VII. 1931, 3&1) 
岡本 氏 (02) は “本邦 区 極め て 普通 な る 種 な り " と 記さ れ た が, 北海道 で は 稀 な ら ざ る 程度 
の も の で , 山 茜 地 紗 な ど K 爆 見 出さ る る も の で ある 。 
8 カラ フト クサ カゲ ョ ロフ 
Chrysopa sachalinensis M ATSUMURA 
MATSUMURA, Jour. Coll. Agr., Tohoku Imp. Univ., IV, p. 14 (1911) 
産地 一 一 樺太 : 大 泊 大 治 (29. VIL 1930, WEAK); 小沼 豊原 (7. VII. 1938, 岡田 一 炊 ]: 豊原 
豊原 (5. VII. 1925, Jis) 
北海 道 : 札幌 石狩 18. VI. 1931, 瀧澤 求 ・ 科 藤和 衛 j 
北海 道 , 樺太 共 区 比較 的 稀 な ら ざ る 種類 で ある 。 
9. セス ヂ ク サカ ゲロ フ 
Chrysopa parabola OKAMOTO 
Okauoro, Hokkaido Agr. Exp. Sta., Rep. IX, p. 51, Pl. IV-figs. 7 & 8, Pl VI-fig. 5 (1919) 
座 地 一 一 北海 道 : 札幌 石狩 〔YIT. 1928, RI); 野 賠 石狩 〔20. VII, 1935, SII 
本 種 は 北海 道 で は 普通 種 と 云 ふ こと は 出来 な いけ れ ど も , 林地 に 於 て 征 多 産 する 。 
IO0. ヤマ トク サカ ゲロ フ 
Chrysopa nipponensis OKAMOTO 
Oxaxoro, Jour. Coll. Agr., Tohoku Imp. Univ., VI, p. 65 (1914) 
: KR (23. VIII. 1935, 3&1) 
AH Rate Agel bO TEOD, MANERER Z k BERE EH IC b dE 
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PERAR SORCK M AURRE OKERE j*-c 1982 fü 2 c Lue, 
ll. キチ ジョ ウ ク サ カゲ ロフ 
Chrysopa kichtjoi sp. nov. (4& 8 - 4 []) 

産地 一 一 北海 道 : 札幌 石狩 〔22. VII. 1933, FRAR) 

標 品 ーー 一 前 記 の 箇所 ich cedar bF á 1 PHASE IE SEE auc GE 北海 道 農事 試 
uiu RR LM us 
ERRE b < ke., SRIROPERRHGERL €Jpv. SHREK. CO FE, WE 
atc uH O TH 3L FI ICHER OC SRSOBHMIC ARRET LC ot ac 
i Xa Eo; ici eo BUpc tz 18 
L'CE 5. EARED 288t 
VIEIOINE 1-9 1 05 Reb EUIS 
Aid rc Hate RUTH D, af 
細長 で , WAL VSEC, RET 
b 252Ub icto ? e kute 1915 
AW USC. WIdiete. Bu 
角 は 角 張 り , —IDHEGIEO, 中 央 
X DEDIRE Z7 LC 2 5. 13. 
Wiki Eut LTRS CIE OI EC 
第 s Hm JG OBEÍNEOKJOSGEIL HUBS P 


キチ ジョ ウタ クサ カゲ ロフ l 
Ch. kichijoi OMAR R vi り , EREDT ba 2 B feos 


ut nt 


い 
utipeculbtuintit 
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SAM 180 iJ Sut 
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CEK) BEL, 更に 中 胸 前 岳 板 の 前 終 も 細く 0000 07 
本 名 を 以 て 彩 られ て 居る 。 脚 は 地 色 で ある が , MERUN ditis 


キチ ジョ ウタ クサ カゲ ュ ョ 
UTES, WARI, MA, 縦 坂 は 控 ね 淡色 で ある が , EE 7 Ch. kichüoi DRED 


上 を 除く 横 肥 の 全部 , ERRORS EGIA, montos, AX 
AB ECOSSE ER E ER € Mio, M3s, Cu; Cus O4, EBENE IBIBIAR E LN I 後 
SHEER, 横 脈 共に 全く 淡色 の 地 色 で ある 。 CHORI pic f C 5—6/6, BEACHT 3/6—7 
を 示し , ap B S Rt o25 —BOKG fp CT Oo) — PRESE BIG PUSBAS E ip Seo 
3g DiRICPg b ichria LC 5, EKEULBEGREL, Xo duck e c5. HR FEE 
HJEL, 尾 端 と 略 等 長 で , ZË FE k D ín dO E Sm し て 居る 。 

BS 8mm, AHE 12mm, Bip e limum, RAE 10mm, : . 

本 種 は セキ ス ヂ クサ カゲ ョ フ 類 羽 す る 岩 が ある けれ ども , E AOR, Sox, DR 
Mibtic t ot ic X oc AICKEIT AZ ADRK, ii を 93 

la. ナナ ホシ クサ カゲ が ロフ 
Chrysopa septempunctata WESMAEL? 


1) L. Navás 氏 (8) は 本 種 を 氏 が 創設 し た Cintameva jui Ze LC o xS moBbotüEibEc 
J. L. Lacroix 氏 (5), R. C, Sura 氏 (16) が 論評 する や ら うに Chrysopa H$ + ESITA è BA ede 
め な い の で , 筆者 も 赤 前 者 を 後者 の 同 物 異 名 と 認め る こと に 同意 する も の で ある . 
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WeEsmaeL, Bull. Acad. Brux., VIII, p. 210 (1841) 

産地 一 一 北海 道 : Sepe (30. VI 一 1. VII. 1935, 佐々 KERE) 

RE T Std MER e EM 
來 た 。 本 種 は 次 の ョ ッ ボ シク サカ ゲロ フ よ りゃ も その 敷 は 迄 少な 。 

I2b. ヨ ョ ツボ シク サカ ゲロ フ 
Chrysopa septempunctata WESMAEL forma cognata MACLACHLAN 
MACLACHLAX, Jour. Linn. Soc., Zool. IX, p. 249 (1867) (Chrysopa cognaía) 
産地 一 一 北海 道 : 札幌 石 次 (VIT. 1933, KARE); Pay (18. VI. 1923, 桑山 , 30. VI— 
14. IX. 1985, fc & KEHE); SE Ense 05. V I. 1935, 佐々 木 季 肉 ]: BRI 
(28. VII. 1983, 5&ilJ) 

この も の は 北海 道 に 於 て 最も 普通 た る 種 の 1 で あつ て , ————M]À 
出す と と が 出来 る 。 Jic ERO SEE リン ゴ ノ ワタ ムシ Eriosoma lanigerum iC LCS 57H73 
な 天敵 で ある 。 と の も の は クサ カゲ ロン 科 中 の 大 形 種 ヒ 同 す る も の で ある が , 大 さき に は 可 な 
り の 畠 異 を 見 る も ので, EROR し た 最大 の bod M 16mm, RA 21mm C, 最小 の も 
DME 10mm, HAR 14mm で あつ て , その 間 可 な り の 開 差 が ある 。 

次 に 特記 すべ きき は septempunctata と cognata と の 開 係 で ある 。 zorat (3) dnd 
IC ifs LC CR e apad O RR BE AlL., ZR LE CRI ORDRE —IBUBEZS D LOAR, 
多 敷 の 本 邦 産 標 品 に 就 て 精査 し た 席 , SRABOPDEEUNI 4 商 の も ゃ の が 最も 多く , 5 筒 を 有する 
tolcli:s,. 少 敷 生 ら 7 HLE 6 人 箇 を 有する も の を 栓 する と と が 出来 た 。 HLSfSTOR 
紋 が 消失 し た ョ ヨー ロッ ズバ 産 の var. quinquepunctata 又は var. quadripunctata 3- BIKT ^X $ 

LEATS iERKAD OR., [Bs WEAGHCODKBORESBSJUZLCSR* Dt, 4 
敷 の 飼育 材料 を と 手 に せら る る 機 全 が あつ た の で , RIKICAMERSICISD DRO HECAT 
BAr RELE, tna 2 MDE? HETH bom 就 中 5 筒 を 有する も の 最も 多く , 
之 に 亜 ぎ て 4 筒 むものである と の と と で あつ た 。 哲 様 な 頭 部 斑紋 の 浴 失 は , DUELO VRBE 
で は 屋 認 め られ る 現象 で , 穫 者 は エゾ クサ カゲ ロフ Chrysopa sepporensis OSAworo CHET 
之 に 類似 の 現象 を 語 BOTEZ, REOT cognata は septempunctata [3] 9035. 44 L RAT RED 
AU LEA 5. ZH (2) の 精 相 せら れ た cognata. の 精 原 細胞 の 染色 人 贈 の 状態 が , ョ ー 
a SCAT J. L. LACROIX 氏 の 査定 せる Ch. septempunctata を MUO TOZ A. NAVILLE 及 
び J. nz Bravuoxz WROOM LIC A 4 REDAZ ARD ERE 522305 に IB. 
FR LAsdqpic IT d. 4 簡 の 斑 絞 を 有する も の が 最も 多い 賞状 鑑み , cognata を septempunctata 
の 1 型 と 看破 し , 4 KDES OKOD DO, UbHMOSELOD L7c tox fi 

て 之 に 隷 せ し め , 6 fik 550. BPORHEWROPBUEUD(T 5604. 之 を 原種 の うち 
吉 へ て 整理 する こと に し た 。 


I. スチ クサ カゲ ロフ 
・ Chrysopa satoruna, NAvÁS 
Navás, Broteria, XX, Ser. Zool., p. 54 (1922) : : 
本 種 は , 筆者 が 管 て 3 ski AE o MBA pc HL LC, L. Navás 氏 (9) が 命名 せる も の で 
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あつ て , 共 模 式 標 品 は 1918 年 8 HiLBLIC A TREES bo Cb 2. Wngtichkonnur, 後頭 部 
MHL OWifillic Z- RAE TOR LC KS 5 DOT, 雨 器 は 区 色 で ある が 末 強 の み 黒 色 で ある ょ 云 
ふ 。 共 後 之 が 再 病 見 に 努め て 居る が , 未だ 之 に 該 営 する も る の を 入手 する こと が 出来 な い 。 
|l. ヤマ ムラ クサ カゲ ロフ 
Chrysopa yamamurae NAKAHARA 

NAKAHARA, Ann. Ent. Soc. Am., VIII, p. 122, PI. VIII-figs. 8 & 9 (1915) 

EaR 7. VIT 1929, 桑山 

岡本 氏 (02) CHE S l TIBERI ov Chio 35, SERO EIC S TET olera, 現在 
X8udo1cb2oJmqgl chü-J 1 頭 を 有する の み で ある 。 


Ab, 北日本 K 産 する 38 馬 14 種 の りみ クサ カゲ ョ フ 科 区 就 て 見 る の の, kreias B afi, T 
鳥 C は 2 属 2 種 , 北海 道 に は 3 司 14 種 で あつ て , 樺太 及び 千島 産 の も の に は 固有 種 と 認 む べ 
きも の が な く , 面 も その 大 部 分 が と シ さ すり ア 又は ヨー ロ 。 パ 記 も 分 布 せ る も の で , l550H87 
と 鶴 接 な 開 係 お な ある 。 然るに 北海道 に は 現在 Chrysopa kichijoi Æ Ch. satoruna の 2 種 を 固有 
種 と し , 本 州 信 は 之 ょ り 南 西 の 地方 と 共通 の 種類 多く , ョ ー ョ ッ パ 若しくは シベ リア と 共通 
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Ud BU 4 種 を 算 す る に GTC v, toBaJu, 樺太 若 レ く は 千鳥 の 夫 K 知 に 劣る や 
うに K 思 は れる 。 雅 前 速 14 種 の 分 布 表 を 附 記 し て 本 文 を 握 筆 する . 
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